
陽
明
文
庫
蔵

「
近
衛
基
熊
消
息
」

〔
解
題
〕

王
摂
家
筆
頭
近
衛
関
白
家
の
典
籍
資
料
類
を
保
管
す
る
財
団
法
人

陽
明
文
庫
に
は
、
近
衛
基
無
の
自
筆
消
息
お
よ
そ
七
百
通
が
伝
わ
る
。

そ
の
な
か
か
ら
、
文
学
関
係
の
書
物
名
を
明
記
す
る
消
息
三
十
一
通

を
還
び
、
翻
刻
紹
介
す
る
。

近
衛
基
無
(
一
六
四
八
一
七
二
二
)
は
近
衛
家
第
二
十
代
。
父

近
衛
尚
嗣
、
母
後
水
尾
天
皇
皇
女
内
親
王
、
実
母
瑠
林
院
。
父
尚
嗣

が
若
く
し
て
没
し
た
た
め
、
後
水
尾
院
の
庇
護
の
も
と
、
六
歳
で
近

衛
家
を
継
ぐ
。
近
衛
家
無
(
一
六
六
七
|
一
七
三
六
)
や
第
六
代
将

軍
徳
川
家
宣
御
台
の
天
英
院
無
子
(
一
六
六
一
一
七
四
一
)
の
父
。

著
書
に
『
源
氏
物
語
』
の
注
釈
書
『
一
賓
抄
』
(
全
七
十
四
冊
)
が

あ
る
。約

七
百
通
も
の
消
息
の
特
徴
を
言
い
表
す
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る

け
れ
ど
も
、
お
お
よ
そ
把
握
し
得
た
と
こ
ろ
を
以
下
に
申
し
述
べ
る
。

消
息
の
差
出
所
は
、
「
基
無
」
、
「
悠
」
、
「
悠
見
」
と
記
さ
れ
る
。

の
翻
刻
と
解
題

川

崎

佐

知

子

「
悠
」
、
「
悠
見
」
は
基
無
の
号
で
、
「
悠
」
は
連
歌
の
一
宇
名
と
し

て
も
用
い
ら
れ
る
。
意
識
し
て
書
き
分
け
ら
れ
た
も
の
か
否
か
は
、

今
の
と
こ
ろ
不
明
で
あ
る
。

内
容
か
ら
推
し
て
、
消
息
の
多
く
は
、
基
無
孫
の
家
久
(
一
六
八

七
|
一
七
三
七
)
宛
て
で
あ
る
と
恩
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
ほ

か
の
人
物
に
向
け
た
消
息
、
あ
る
い
は
、
誰
に
宛
て
た
か
を
判
断
で

き
な
い
消
息
も
あ
る
。
す
く
な
く
と
も
、
家
久
に
対
す
る
ま
と
ま
っ

た
消
息
群
が
残
る
の
は
た
し
か
で
、
こ
れ
は
近
衛
基
無
自
筆
消
息
の

特
色
の
ひ
と
つ
に
数
え
て
よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
こ
に
紹
介
し
た
消
息
に
明
記
さ
れ
る
宛
所
は
、
①
大
納
言
殿

(
E

相
殿
)
、
②
左
大
将
殿
(
左
幕
府
殿
)
、
③
内
府
殿
(
内
府
公
・
内

相
府
公
)
、
④
右
府
殿
(
右
府
公
・
右
相
府
公
・
右
丞
相
公
)
で
あ

る
.
家
久
の
任
官
時
期
に
照
ら
せ
ば
、

①
権
大
納
言
・
:
元
禄
八
年
(
一
六
九
七
)
十
三
月
三
十
三
日

5
E

徳
一
耳
年
(
一
七
一
一
)
二
月
二
十
五
日
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②
左
大
将
・
宝
永
一
二
年
(
一
七

O
六
)
十
一
月
二
十
五
日

i
E徳

二
年
(
一
七
三
一
)
十
二
月
十
八
日

③
内
大
臣
・
正
徳
元
年
(
一
七
一
一
)
二
月
二
十
五
日

1
正
徳
王

年
{
一
七
一
五
)
八
月
十
二
日

@
右
大
臣
正
徳
玉
年
(
一
七
一
五
)
八
月
十
二
日

1
享
保
七
年

(
一
七
二
二
)
五
月
一
二
日

と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
各
消
息
が
書
か
れ
た
年
次
を
絞
り
込
む
目
安

と
な
ろ
う
。
な
お
、
②
は
①
・
③
に
兼
任
で
あ
る
が
、
『
基
無
公
記
』

で
は
、
左
大
将
任
官
後
に
は
左
大
将
の
、
内
大
臣
昇
進
後
は
内
大
臣

の
呼
称
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
貫
し
て
用
い
ら
れ
る
。
消
息
も
同
様
と
考

え
ら
れ
る
。

基
擦
は
、
は
や
く
か
ら
家
久
に
歌
道
の
才
能
を
見
い
出
し
、
和
歌

連
歌
を
指
導
し
た
。
享
保
二
年
(
一
七
一
七
)
三
月
四
日
に
三
部
抄

伝
授
、
同
年
十
二
月
二
十
三
日
に
伊
勢
源
氏
伝
授
、
享
保
三
年
四
月

十
三
日
に
古
今
伝
授
を
授
け
た
。
掲
出
し
た
消
息
に
は
、
基
無
と
家

久
の
関
係
を
反
映
す
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
家
久
へ
の
源

氏
講
釈
の
た
め
に
、
基
擦
は
正
徳
二
年
八
月
九
日
か
ら
正
徳
六
年
閏

二
月
五
日
に
か
け
て
の
『
一
貸
抄
』
を
執
筆
し
た
(
拙
稿
「
『
一
策

抄
』
の
周
縁
」
〔
『
国
語
国
文
』
第
七
十
五
巻
第
十
一
母
平
成
十

八
年
十
一
月
]
)
。
消
息
〈
凶
凶
当
M

〉
は
、
『
一
策
抄
』
作
成
に
必
要
な

注
釈
書
を
届
け
る
よ
う
依
頼
し
た
も
の
で
あ
る
う
。
書
物
の
取
り
次

ぎ
と
い
う
形
で
、
家
久
も
基
擦
の
注
釈
作
業
に
関
わ
っ
て
い
た
の
で

あ
る
。陽

明
文
庫
の
典
籍
資
料
の
大
部
分
は
歴
代
当
主
に
よ
る
蒐
書
の
結

果
で
あ
り
、
基
無
も
そ
の
一
端
を
担
っ
て
い
た
。
本
稿
で
と
く
に
書

物
名
を
明
記
す
る
消
息
に
着
目
し
た
の
は
、
消
息
と
現
存
本
と
の
対

照
か
ら
、
基
擦
が
本
の
書
写
に
関
与
し
た
背
景
を
窺
い
う
る
と
考
え

た
た
め
で
あ
る
。

試
み
に
、
『
閑
塵
集
』
を
取
り
上
げ
る
。
猪
苗
代
兼
載
の
自
撰
歌

集
『
閑
塵
集
』
は
、
黒
川
目
享
氏
に
よ
っ
て
陽
明
文
庫
蔵
本
(
写
本

一
冊
・
所
蔵
番
号
〈
二
四
五
|
三
三
〉
)
が
紹
介
さ
れ
て
学
界
に
知

ら
れ
た
。

ω
陽
明
文
庫
蔵
本
に
は
家
久
筆
の
打
付
外
題
が
あ
り
、

末
尾
に
家
久
筆
の
つ
ぎ
の
識
語
が
あ
る
。

右
一
冊
者
、
以
法
橋
兼
竹
本
令
書
写
U

日
肩
書
、
則
一
枝
了

享
保
四
年
風
月
十
五
日

猪
苗
代
兼
竹
(
の
ち
兼
恵
と
改
名
、
一
六
九
一
一
七
五

O
)
の
所

持
本
を
、
家
久
が
近
衛
家
諸
大
夫
の
進
藤
長
冨
(
一
六
九
六
|
一
七

三
一
)
に
書
写
さ
せ
た
本
が
、
陽
明
文
庫
蔵
本
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、

〈
浅
田
宮
〉
は
、
家
久
か
ら
の
書
状
に
基
黙
が
返
事
を
書
き
入
れ
た

勘
返
状
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
『
閑
塵
集
』
一
冊
に
つ
い
て
言
及
さ
れ

て
い
る
。
家
久
は
、
消
息
に
添
え
て
、
長
冨
に
写
さ
せ
た
『
閑
塵
集
』

を
基
無
に
送
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
閑
塵
集
』
は
、
現
存
の
陽

明
文
庫
蔵
本
で
あ
ろ
う
。
消
息
の
日
付
は
十
二
月
四
日
で
あ
る
の
に

対
し
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
識
語
は
享
保
四
年
十
二
月
十
五
日
付
け
で
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あ
る
。
つ
ま
り
、
家
久
は
、
基
無
に
固
を
通
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、

さ
き
の
識
語
を
認
め
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
『
基
県
公
記
』
享

保
四
年
十
一
月
九
日
条
に
、

午
、
兼
竹
持
参
兼
栽
詠
草
等
二
冊
、
近
比
殊
勝
々
々
、
右
府
【
ま

ろ
来
会
幸
言
談
、
移
刻
了
、

と
み
え
る
。
冊
数
の
違
い
は
気
に
な
る
が
、
日
付
か
ら
、
「
兼
栽
詠

草
」
は
陽
明
文
庫
蔵
本
の
親
本
「
法
橋
兼
竹
本
」
と
み
て
よ
い
だ
ろ

う
。
本
来
は
兼
竹
が
基
棋
の
も
と
に
持
参
し
た
本
を
、
来
合
わ
せ
た

家
久
に
基
無
が
転
写
を
命
じ
た
と
考
え
る
べ
き
で
、
消
息
の
内
容
と

も
符
合
す
る
。

C
3
M凶〉・

C
M
S
M〉
・
〈
凶
凶
ヨ
hc
・
S
S
M
D〉
に
は
、
書
物
の
形
状

が
窺
わ
れ
る
記
述
が
見
え
て
興
味
深
い
。
当
時
の
近
衛
家
に
、
ど
の

よ
う
な
本
が
存
在
し
、
ど
の
よ
う
に
利
用
さ
れ
た
の
か
、
現
存
本
の

伝
来
を
裏
付
け
る
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
消
息
の
検
討
は
課
題
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。

注

ω黒
川
目
享
氏
「
新
出
の
兼
載
歌
集
「
閑
塵
集
」
に
つ
い
て
l
兼
載
伝
に

関
す
る
一
一
、
一
一
一
の
事
項
に
及
ぶ
|
」
(
『
連
歌
俳
惜
研
究
』
第
四
十
六
号

昭
和
四
十
九
年
三
月
)
白
『
閑
塵
集
』
は
、
陽
明
文
庫
蔵
本
の
ほ
か
、

宮
内
庁
書
陵
部
に
岡
高
の
写
本
一
冊
が
蔵
さ
れ
る
(
『
和
歌
大
辞
典
』
〔
昭

和
六
十
一
年
明
治
書
院
〕
井
上
宗
雄
氏
執
筆
「
閑
塵
集
」
項
ヲ
陽

明
文
庫
蔵
本
は
、
『
私
家
集
大
成
』
第
六
巻
中
世
町
(
昭
和
宜
十
一
年

明
治
書
院
)
に
翻
刻
さ
れ
た
の
ち
、
『
陽
明
叢
書
国
書
篇
第
六
輯

中
世
和
歌
集
』
(
昭
和
五
十
三
年
恩
文
閣
出
版
}
に
所
収
さ
れ
た
。

資
料
の
翻
刻
と
読
解
は
、
陽
明
文
庫
文
庫
長
名
和
修
先
生
に
ご
指

導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

【
凡
例
]

財
団
法
人
陽
明
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
近
衛
基
蕪
消
息
の
う
ち
三
十

一
通
を
翻
刻
す
る
。
翻
刻
に
際
し
て
は
、
原
本
を
尊
重
す
る
こ
と
を

心
が
け
た
が
、
以
下
の
方
針
で
手
を
加
え
た
。

一
、
本
稿
に
お
け
る
通
し
番
号
を
算
用
数
字
で
示
し
た
。
所
蔵
番

号
を
〈
〉
内
に
算
用
数
字
で
示
し
た
。
ま
た
、
原
本
の
形
状

と
法
量
を
記
載
し
た
。
掲
載
は
所
蔵
番
号
の
順
と
し
た
。

て
改
行
は
原
本
に
し
た
が
っ
た
。
返
し
書
き
は
本
文
よ
り
二
字

下
げ
と
し
た
。
端
裏
書
は
、
本
文
末
尾
に
「
(
端
裏
)
」
と
し

て
「
」
内
に
示
し
た
。

て
原
則
と
し
て
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。
清
濁
は
原

本
の
通
り
と
し
た
。

て
折
紙
状
は
折
表
の
末
尾
を
ご
」
で
示
し
た
。

て
適
宜
、
句
点
を
施
し
た
。

て
虫
損
等
で
判
読
不
可
能
な
文
字
は
「
口
」
と
し
た
。
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〔
翻
刻
]

①
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
S
M宜
〉
折
紙

口
状

日
々
厳
寒
如
何
、

弥
平
安
候
哉
、
愚
老

無
別
条
候
、
然
者
、

講
尺
之
事
、
明
日

陳
侯
者
、
可
被
来
候
哉
、

且
又
、
野
槌
、
聯

勘
度
事
候
問
、
可

給
之
候
、
尤
、
不
急

事
候
条
、
以
序

可
給
之
候
、
諸
般

可
在
面
談
、
不
詳
々
々

仲
冬
廿
二
烏

内
相
府
公

口
状

悠
見

②
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
S
Hま
〉
折
紙

二
・
八
×
四
七
・

O

一
-
二
・

O
×
四
二
了
二

一
、
此
儀
式
十
冊

修
理
ニ
外
題
ヲ

か
〉
せ
ら
れ
候
へ
く
候
、
箱
ニ
ハ

不
及
候
、

一
、
先
日
之
和
漢
写

返
入
候
、

一
、
夕
飯
後
、
暫
時

可
来
給
候
、
講
談

之
義
ニ
付
、
少
申

合
度
事
候
、
只
今
ハ

一
種
給
候
、
則
令

賞
味
候
也
、

廿
九
日

内
府
殿

基
蕪

③
「
近
衛
基
楳
消
息
」
〈
H
U
N
S
〉
折
紙

残
暑
不
堪
忍

迷
惑
候
、
其
辺

無
異
事
候
哉
、
然
者
、

類
要
集
、
久
々
令
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抑
留
候
、
今
日
返
入
候
、
定
而
、

其
方
可
有
要
事

恩
給
候
事
、
且
文
、
先
日

返
進
候
著
聞
集
、
所
々

先
姥
被
加
御
筆
候
、

大
切
之
本
候
、
文
、
昨
日

給
侯
清
少
納
言
枕
草
子

本
源
自
性
院
殿
外
題

同
御
筆
候
、
可
有
披

蔵
候
、
心
事
可

在
面
談
候
、
不
具
候
か
し
く

七
五

悠
見

右
府
公

口
状

④
「
近
衛
基
楳
消
息
」
〈

s
t
s
切
紙
三
六
・
七
×
四

0
・
。

中
御
門
、
只
今
被
帰
候
、
可
来
給
候
、

一
、
百
人
一
首
の
清
濁
書
た
る
本

其
方
=
有
之
候
哉
、
有
候
ハ
¥
可
有

持
参
候
、

一
、
一
門
へ
用
事
候
而
、
飛
脚
遣
候
、

用
ハ
な
く
候
哉
、
か
し
く

世
日

(
端
裏
)
「
(
封
)
内
府
殿

基
無
」

⑤
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
巴
お
同
〉
切
紙

例
之
失
念
無
面
目
候
、

一
、
雨
中
吟
之
中
、
お
ほ
や
か
は
ら
の

寄
ハ
、
い
は
ひ
っ
〉
よ
く
候
へ
く
候
、

冨
へ
可
被
申
候
、

一
、
未
来
記
、
雨
中
時
も

次
第
ハ
色
/
¥
有
之
候
、
不
審

有
ま
し
く
候
、
則
、
此
本
を

そ
な
た
へ
進
候
ま
へ

さ
し
を
か
れ
候
へ
く
候
、
か
し
く

(

封

)

内

府

公

悠

⑥
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
同
宜
主
〉
切
紙

詠
奇
大
概
抄
場
其
方
ニ
有
候
哉
と
、

後
日
、
暫
、
見
申
度
候
問
、
可
給
候

二
七
・

O
×
四

0
・
。
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事
候
、
晩
来
可
申
分
、
か
し
く

十
一
月
六
日

(
端
裏
)
「
(
封
)
内
府
殿

基
蕪
」

⑦
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
S
S
M〉
竪
文
一
-
二
・

O
×
四
四
・
二

残
暑
と
申
候
ハ
ん
哉
、
子
今
暑
気
難
堪
候
、
乍
去
自
昨
夜
、

少
散
気
候
、
弥
、
安
全
候
哉
、

一
、
自
所
司
相
尋
候
書
付
、
再
、
自
此
方
書
付
遣
候
趣
如
此
可
然
候
哉
と

思
給
候
、
若
出
来
候
ハ
盛
山
僧
被
書
候
市
市
給
候
、
此
分
に
て
宜
候
ハ
¥

被
写
侯
雨
、
早
々
可
返
給
候
、

一
、
著
聞
集
見
終
候
問
、
返
入
候
、
又
、
清
少
納
言
枕
草
子
見
申

度
候
問
、
可
給
候
、

一
、
御
詠
共
之
事
、
暑
気
故
、
子
今
、
遅
引
候
、

一
、
此
筆
、
其
方
有
之
候
ハ
¥
十
管
許
可
給
之
候
、

一
、
明
日
明
後
日
来
給
候
様
に
と
恩
給
候
、
以
上

(
端
裏
)
「
{
織
)
右
府
公

悠
見
」

⑧
「
近
衛
基
熊
消
息
」
〈
包
主
M
〉
竪
文

昨
夜
雷
鳴
、
今
日
湿
気
、
尤

不
E
明
、
雌
然
平
穏
珍
々

一一七・

O
×
一
二
六
・
。

重
々
、
然
者
此
一
冊
返
入
、

且
又
、
明
月
記
目
録
、
聯

可
勘
事
有
之
候
条
、
可
給
之
候
、

先
以
今
朝
使
申
含
候
通
、
為

差
要
事
無
之
候
者
、
不
可
来
給
候
、

一
両
日
中
可
在
面
談
候
也
、
不
具
/
¥

九
月
十
三
日

(
端
裏
)
「
(
封
)
右
丞
相
公

悠
見
」

⑨
「
近
衛
基
燕
消
息
」
〈
戸
主
主
〉
竪
文
二
三

7
0
×
四
六
・
二

返
々
、
校
舎
定
目
、
追
雨
、
可
申
候
也
、

書
札
、
井
、
職
原
紗
一
部

給
之
、
先
以
、
落
掌
了
、
且
又
、

校
合
之
事
、
九
日
十
一
日
之
問
、

可
始
候
、
但
、
猶
、
定
日
従
是

可
令
案
内
候
、
余
事
、
可

在
面
談
、
不
具
/
¥

八
月
七
日

-77 -

(
封
)
回
章

悠
見



⑩
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
右
主
@
〉
竪
文
三
七
・

O
×
一
二
六
・

O

追
申
条
其
方
に
返
申
候
哉
、
如
何
/
¥
、

天
顔
得
快
晴
、
悦
思
給
候
、
其
辺

弥
平
穏
候
由
、
珍
重
候
、
此
方
無
別

般
候
、
然
者
、
明
月
記
引
勘
候
条
、

返
入
候
、
血
、
其
中
、
ト
カ
ノ
雄
明
恵
坊

之
事
有
之
候
問
、
其
一
条
、
被
書

抜
侯
雨
、
可
給
候
、
又
、
例
之
浅
黄
表
紙

一
冊
、
返
入
候
也
、
不
詳
/
¥

九
月
廿
二
日

(
封
)
右
府
公

悠
見

⑪
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
S
孟
凶
〉
切
紙

昨
日
来
給
、
喜
々

悦
々
、
然
者
、
草
根
集

二
冊
返
入
、
委
事

明
春
在
面
話
、
不
具
/
¥

鵬
晦

一
一
四
・
二
×
五
四
・
五

(
封
)
右
府
公

悠
見

⑫
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
S
凶
宰
〉
竪
文
三
二
・
八
X
四
七
・

O

追
、
兼
郁
月
次
連
寄
懐
紙
、
落
手
候
也
、

先
刻
申
候
三
代
集
、
井
、

貫
之
、
公
忠
両
集
、
給

之
候
、
暫
抑
留
候
、
先
以
、

過
刻
来
給
候
、
悦
入
候
、

猶
、
期
面
談
候
也
、

四
月
一
日

回
章

悠
見

⑬
「
近
衛
基
無
消
息
」
〈
同
志

E〉
折
紙

口
状

《
『
今
一
方
》口

朝
来
談
悦
入
了
、

一
、
先
日
、
被
来
一
覧
候
絵
一
、

返
入
候
、
其
中
、
時
代
不
同

之
中
、
真
名
耳
、
井
、
宣
命

書
等
、
珊
、
用
事
候
問
、
仰
長
冨
、

書
写
さ
れ
候
て
、
可
給
候
、
少
も
不

急
事
候
条
、
四
、
五
日
中
、
可
給

之
候
事
、

一
、
絵
共
、
少
々
破
損
候
、
早
可

-78 -
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三
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X
四
一
・
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被
加
修
補
之
事

口
昨
朝
、
見
申
候
御
詠
一
々
殊

勝
、
令
悦
目
候
、
猶
又
、
加
再

口
口
可
申
候
左
右
候
事
、

《

「

一

』

a
M】

口
続
世
継
見
終
候
問
、
令
返

入
候
、
古
今
著
聞
集
可
給
之
事
、

一
、
一
貸
抄
申
書
春
、
自

天
英
院
所
望
之
由
、
申
来
候
、

其
方
便
次
第
、
自
其
方

直
=
可
被
遣
候
事
、

今
朝
も
如
申
、
旧
事
大
切

之
事
共
候
、
比
比
、
水
鏡
以
下

一
覧
候
、
老
後
、
重
而
、
加
感
慨

市
巳
候
、
只
、
毎
事
末
世
之
幹
、

更
無
是
非
恩
給
計
候
、
猶

心
事
、
近
日
期
面
話
、
己
上

六
十
九

悠
見

右
府
公

⑭
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
包
凶
同
凶
〉
竪
文

大
永
御
記
給
之

三
三
了

O
×
四
六
・
二

令
落
掌
、
只
今
、
此
方

用
事
候
故
、
不
能

委
細
候
、
心
事
期

面
談
而
己
候
、
不
具
/
¥

八
月
十
九
日

(
封
)
回
章

悠
見

⑮
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
担
苫
〉
折
紙

只
今
、
可
伝
頼
母
を

忘
却
候
キ
、
百
人

一
首
本
無
之
候
、

右
府
方
=
有
之
候
者
、

可
給
候
、
文
、
右
府
ニ

無
之
候
者
、
其
方

之
本
ニ
而
も
可
給
候
、

不
自
由
之
談
儀
者

お
か
し
く
候
、
本
少
も

い
そ
く
事
に
て
ハ
な
く
候
、

明
日
、
可
有
随
身
候
、

心
事
明
日
可
在

面
談
候
、
不
宜

八

日

悠

三
二
・
=
一
×
四
五
・
七
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E
相
殿

⑮
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
凶

sa〉
竪
文
三
二
・
王
×
四
六
・
二

追
而
申
、
校
合
之
事
、
先
十
日
比
可

相
催
候
、
未
定
候
、
猶
、
九
日
可
令
案
内
候
也
、

残
暑
未
去
、
人
々
難
義
、

此
事
候
欺
、
然
者
、
愚
問
賢
注
、

暫
書
写
終
功
候
問
、
校
合

之
事
、
兼
申
通
候
問
、
閑

暇
之
時
分
、
一
覧
候
、
右

大
切
之
事
共
候
、
且
又
、
所
々
僻

字
等
書
残
候
、
能
々
可
被
加
吟
味
候
、

心
事
可
在
面
談
候
、
不
具
/
¥

八
日

(
封
)
内
府
公

悠
見

⑫
「
近
衛
基
楳
消
息
」

G
3
M
S
切
紙

三
部
抄
一
冊
、
賀
和
奇
写
等

給
之
候
、
落
掌
候
、
光
源
氏
ハ

此
浅
黄
表
紙
本
ニ
て
ハ

無
之
候
、
書
本
之
四
半
本
ニ
而
、

一
一
六
・
七
×
一
二
九
・
七

外
題
無
之
梅
子
に
て
候
問
、

と
り
か
へ
ら
れ
て
可
給
候
也
、

再
報

互
相
殿

悠

(
端
裏
)
「
(
封
)

悠

⑬
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
3司
〉
竪
文

過
刻
来
給
之
時
示
候

千
五
百
番
歌
合
可
賜
之
候
、

且
又
、
此
目
六
之
通
、
関
白
手

透
之
時
、
可
被
伝
候
事
候
、

期
面
談
候
也
、
不
具
々
々

中
春
初
九

(
封
)

左
幕
府
殿

悠
見

⑬
「
近
衛
基
楳
消
息
」

Q
3
S〉
切
紙

昨
日
、
乍
早
速
面
談

本
望
候
、
然
者
、
愚
老

書
候
古
今
集
一
一
部

之
内
一
本
、
可
給
之
候
、

二
=
ニ
・

O
×
四
五
・
三
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心
事
期
対
話
候
也
、

E
月
十
八
日

⑮
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
ヨ
苫
〉
竪
文

四
帖
敷
の
机
の
上
=
、
昨
日
校
合
候

後
撰
の
下
巻
候
問
、
い
そ
き

御
こ
し
あ
る
へ
く
候
、
若
な
く
候
者
、

其
机
の
上
の
ぷ
ん
こ
う
=
あ
る
へ
く
候
、

十
五
日

(
封
)

大
納
言
殿

基
無

②
「
基
無
勘
返
家
久
書
状
」
〈
凶
凶

g
t
折
紙

¥
珍
々
重
々
‘
聾
事
期
対
面
侯
也
、

前
摂
政
風
気
快
然
候
、

是
又
以
次
手
言
上
候
也
、

今
日
者
、
得
快
晴
候
、
乍
然
、

¥
鋸
別
条
候
、

寒
気
甚
候
、
御
安
全
被

為
渡
御
座
候
哉
、
承
度

令
存
候
、
抑
、
閑
塵
集
一
面
、

書

三
七
・

O
×
四
0
・
0

一三了

O
×
四
六
・

O

世
間
ゴ
シ
ッ
ク
は
基
県
軍

¥
璃
書
、
一
段
置
自
慢
、
曹
、
熟
覧
聾
可
軍
人
候
、

為
長
冨
令
書
候
、
漸
、
今
日

校
合
功
終
了
、
先
、
入
御

覧
候
、
且
文
、
先
日
者
、
令

参
候
へ
と
も
、
無
其
儀
、
令
退
出
候
、

¥
よ
ろ
し
く
軍
候
、

月
次
愚
詠
、
被
加
御
添
削

¥
即
、
付
量
候
、

畏
令
存
候
、
長
冨
詠
草
、
咋
夜
、

漸
払
ず
影
候
、
別
紙
書
之

備
高
覧
候
、
今
日
可
令

出

頭

存

候

処

、

彼

是

用

事

」

¥
貝
、
毒
軍
基
候
問
、
暖
葺
之
時
、
相
骨
候
也
、

依
之
延
引
候
、
尚
、
一
両
日

中
、
令
参
思
召
之
儀
候
ハ
¥

可
承
候
、
以
此
旨
、
宜
令

沙
汰
候
也
、
頓
首
々
々

十
二
月
四
日

霊長

家
久

悠家
久

@
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
む
凶
忽
凶
〉
切
紙
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追
申
、
一
巡
耳
仙
に
て
候
問
、

其
心
得
あ
る
へ
く
候
也
、

一
、
伊
物
外
題
書
候
、
奥
書

同
染
筆
候
問
、
進
候
、

一
、
詠
草
付
墨
候
、
不
逢
恋
、

如
何
様
に
も
可
添
削
候

へ
と
も
、
先
返
候
、
今
少

可
有
思
案
哉
と
恩
給
候
、

一
、
一
巡
回
句
目
、
興
恒
、
次

執
筆
代
時
真
朝
臣
ニ

申
付
候
、
則
、
書
付
候
次
可

有
候
、
愚
案
候
、

一
、
明
日
者
、
定
而
、
可
有
雨

天
候
条
、
可
令
校
合
候
、

一
、
左
相
府
へ
、
昨
晩
、
対

面
本
懐
候
、
無
事
之
由

珍
重
候
、
然
者
、
庭
ニ
、
ミ
ツ
マ
タ

花
サ
キ
候
ハ
¥
一
染
可
給
由
、

可
被
伝
候
也
、

十
九
日

@
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q

凶ヨ
H
U

巻
紙

残
暑
無
精
術
、

困
窮
至
極
候
、
然
者
、

源
氏
物
語
紗
、
如

目
六
可
借
給
候
、
心

事
可
在
面
談
、
不
宜
々
々

八
九

河

海

抄

第

一

花
烏
余
情
同

休

聞

抄

同

右
内
、
休
聞
ハ
浅
黄
表

紙
=
テ
、
無
外
題
本
ト

覚
候
、
三
冊
ト
モ
ニ
、

ッ
、
可
給
候
也
、

冊

(
端
裏
)
「
(
封
)
内
府
公

悠

@
「
近
衛
基
無
消
息
」

G
也
M
凶
〉
巻
紙

過
刻
来
給

申
承
悦
入
候
、

(
端
裏
)
「
亜
相
殿

悠

一
六
・

O
X
五
七
・
二
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然
者
、
寛
永

度
出
候
題
、

憧
有
之
候
様

恩
出
候
へ
と
も
、

後
水
尾
院

御
製
、
一
向
忘

却
候
、
早
々
、

御
詠
草
、
井
、

黄
葉
集
等
、

可
被
考
候
、

且
又
、
今
晩
、
可

参
思
給
候
処
、

寒
気
難
出

頭
候
問
、
延
引
候
、

心
事
、
猶

可
在
面
談
候
、
不
宜
々
々

孟

陽

仲

三

悠

見

内
相
府
公

(
端
裏
)
「
口
状
」

@
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
S
M
3
巻
紙

一
六
・
一
×
四
二
・
八

過
刻
承
候

紹
運
録
、
只
今
、

漸
見
出
候
条
、
進
候
旨
、

可
被
申
前
摂
政
候
、

文
、
補
任
四
冊
、
所

用
相
済
候
問
、
返
入
候
、

文
、
此
一
封
、
可
被
伝

前
摂
政
殿
へ
候
也
、
穴
賢
/
¥

九
月
十
二
日

(
端
裏
)
「
内
府
公

悠
見
」

@
「
近
衛
基
蕪
消
息
」

Q
凶

S
H〉
巻
紙

追
而
、
定
家
卿
寄
之
事
、

早
々
給
、
悦
入
候
也
、

来
書
、
井
、
令
約
候

撰
集
抄
、
無
失
念

給
之
、
悦
入
候
、
且
又
、

本
草
綱
目
、
今
少
、

用
事
候
問
、
近
目
、
可

返
入
候
、
先
々
、
不

珍
大
雨
、
老
人
難
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儀
之
至
候
、
乍
去
、

昨
日
、
行
事
育
、

散
穆
懐
候
了
、

世
間
、
松
茸

盛
之
排
候
、
少
々
被

恩
起
、
被
見
物
候
者
、

可
然
養
性
候
と
存
候
、

事
々
期
面

談
外

無
他
候
也
、
不
具
々
々

E
八
日

内
府
公
置

⑫
「
近
衛
基
蕪
消
息
」
〈
凶
也
記
〉
巻
紙

其
辺
何
等
之
事
候
哉
、

昨
夜
以
来
、
得
涼
気
、

散
穆
懐
候
、

一
、
大
永
御
記
一
冊
、

終
功
候
僚
、
進
之
候
、
又
、

一
冊
、
可
給
之
候
欺
、

一
、
先
日
言
談
候
、
六
家

一
六
・

O
×
八
四
・

O

集
之
中
、
壬
二
、
令

一
覧
候
処
、
加
意
味
候
、

文
、
拾
遺
愚
草
、

披
聞
、
誠
、
此
道

中
御
輿
有
、
可
有
比

類
候
敗
、
感
歎
々
々
、

其
中
、
藤
何
百
首
、

同
為
家
卿
之
詠
寄
、

父
子
風
排
、
雌
為

各
別
、
意
味
深
長
、

更
令
悦
目
候
、

一
、
一
巡
之
事
、
兼
郁

申
趣
候
事
、
珊
、
有
之
候
、

事
々
可
在
面
談
、
不
具
/
¥

七

月

廿

八

日

悠

見

右
相
府
公

(
端
裏
)
「
口
状
」

@
「
近
衛
基
無
消
息
」

G
也
豆
〉
巻
紙

覚

一
、
伊
勢
物
語

究

室

冊
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冊

一
、
同
御
抄

一
、
源
氏
物
語

一

、

源

氏

物

語

一

緒

此
本
古
本
の
浅
黄
表

紙
に
て
候
、

右
之
分
、
箱
ソ
コ
ネ
申

サ
ヌ
ヤ
ウ
ニ
念
ヲ
入
ラ
レ

早
ク
可
給
候
、

責
十
六
日

左
大
将
殿

悠
見

@
「
近
衛
基
無
消
息
」

C
3試
〉
巻
紙

追
、
昨
日
給
候
古
文
真
宝

此
方
有
之
候
僚
、
返
入
候
也
、

今
日
、
慶
賀
珍
々

重
々
、
定
而
、
可
為

参
朝
候
、
抑
、
一
巡

自
頼
庸
為
持
越
候
、

端
尤
候
条
、
可
被
書

付
候
、

E
文
、
今
日
、
可

出
行
欺
之
曲
、
今
朝
、

以
上

一
六
・
王
×
七
一
・

O

被
相
尋
に
候
、
悦
入
候
、

口
中
痛
腫
、
弥
、
快

然
候
故
、
不
思
起
候
、

明
日
比
、
可
出
候
哉
、
猶
、

見
計
天
気
候
事
候
、

今
日
、
以
序
、
可
来

給
欺
、
但
、
此
方
、
関

東
書
状
等
、
可
認
事
候
問
、

不
及
来
給
候
也
、

四
月
一
日

内
府
公

悠
見

(
端
裏
)
「
口
状
」

@
「
近
衛
基
県
消
息
」

C
E
D
S
巻
紙

追
而
申
、
旧
記
等
、

不
審
等
有
之
候
者
、
可

被
相
尋
候
、
愚
存
候
者
、
可

示
聞
候
也
、

左
府
所
労
弥
快
候
由
、

珍
重
々
々
、
然
者
、
今
日
、
各

入
来
之
由
、
昨
日
承
了
、
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弥
、
会
集
候
哉
、
且
又
、

中
右
記
、
玉
葉
等
、
被

引
見
候
哉
、
兼
伺
朝
臣

被
来
候
哉
、
彼
是
、
承

度
候
、

一
、
此
方
、
僕
従
、
少
中

所
労
者
多
候
問
、
従

今
夜
、
宿
之
事
、
可
相

止
之
候
、
若
、
相
違
事

有
之
候
者
、
早
々
、
可
被

告
知
候
、

一
、
来
廿
九
日
、
宣
下
己
後
、

如
毎
度
、
肴
等
進

献
可
有
之
候
欺
、
内
々
、

被
間
合
候
而
、
用
意

尤
候
、

一
、
宣
下
以
下
所
作
、
人
々

被
尋
衆
中
有
之
候
者
、

呼
被
来
候
而
、
可
被
相
尋
候
、

右
之
通
候
条
、
被
得
其

意
尤
候
、
心
事
可
在

面
談
候
也
、

四
廿
六

(
端
裏
)
「
(
封
)
左
幕
府
殿

悠
見
」

⑪
「
近
衛
基
県
消
息
」

SSM-〉
巻
紙

其
辺
何
等
事
候
哉
、

今
日
之
祝
義
、
先
以
、

目
出
度
候
敗
、
然
者
、

三
十
六
人
家
集
、

古
筆
之
臨
写
之
本
、

タ
メ
ヌ
リ
ノ
撫
子
=
、
泥

ニ
テ
三
十
六
人
家
集
ト

書
付
有
之
候
一
函
、
自

後
西
院
拝
領
候
キ
、

柳
、
見
合
度
有
之
候
、

今
日
、
例
之
風
、
猶
烈
、

弥
、
平
安
候
哉
、
此
方

無
別
条
候
也
、

三
廿
人

内
相
府
公

悠
見

(
端
裏
)
「
(
封
)
内
相
府
公

悠
見
」

一
六
・
=
一

x
六
0
・
。
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(
か
わ
さ
き

さ
ち
こ
・
立
命
館
大
学
非
常
勤
講
師
)
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